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筒井京子教授のご退官によせて
服飾美術科教授 島 貫 真寿美
筒井京子先生は，本年度 （昭和64年） 3月，停年ご退職をされます。先生は本学創立以来25
周年を迎えた今日まで，服飾美術科のゆるぎない基盤を確立され，科長と して服飾美術科の発
展のみならず本学発展のためにつく されま した。先生が本年こ退職されるに当りまして，その
ご功績の一端を述べさせていただき，長年私共に与えて下さいましたご指導と ζ好意を心より
感謝申し上げたいと思います。
先生は本学が創立された昭和38年春まで，北海道ドレスメーカ一女学院に勤務され，北海道
服飾教育界の中心的存在でいられた学園創始者，故浅井淑子先生の元で長年学生の指導に当ら
れる他，北海道という寒冷地に適した衣服の研究や，また各種コンテストに作品を発表されて
数多く受賞されるなど，服飾教育に尽力されました。
本学が創立され発足するに当り，ドレスメーカ一女学院から先生と故久野久仁先生のお二人
が短大勤務の任に就かれました。 被服科（昭和39年服飾美術科に科名変更） での開学であった
ため，カリキュラムの検討をはじめ学生指導の問題，被服室の設備や教材の準備など多大なご
苦労や困難な問題に直面されることも多々あったと思われます。特に学生募集のため地方に出
られたおり，真冬の雪深い町で吹雪に合うことも再三あり，雪の中久野先生と長時間歩いて高
等学校を訪問されたことなど伺い，本学創立に当り献身的な努力をされていたことを知ること
ができま した。 昭和38年 4月入学式が挙行され第一期生120名を迎え，二クラス編成の学級担
任を先生と久野先生が担当され授業が開始されましたが，新入生のみで先輩のいない学校では
先生方が教師であると同時に先輩でもあり，自治会活動，クラブ活動などすべて先生にゆだね
られる部分が多く，筒井先生は自宅まで学生を招いて指導されたことを伺い，関学当時の先生
のご苦労がしのばれます。 私が筒井先生とお会いしたのは第一期生として本学に入学した時か
らですが，卒業後は母校に助手として勤務させていただき，筒井先生の研究室に所属し先生の
ご指導を受けることになりました。 先生は，服飾に対する洗練されたセンスと常に新しく豊か
な感性を持っておられ，基本的なものを踏まえた上での時代に即応した斬新な講義内容は，先
生の深い人間性とともに学生に受入れられ尊敬と信頼を得ておられました。このような先生の
服飾教育に於ける終始一貫した情熱は，今なお持続されております。
筒井先生の本学に於けるこ功績を述べさせていただくと，服飾美術科科長の要職を13年間と
いう長きに渡って務められたことにあります。服飾美術科は，故浅井淑子先生が初代学科長と
してその任に就かれ，科の基礎の確立と発展のためその指導に当られました。 筒井先生は昭和
50年に科長と して就任され， ご退職の今日まで浅井淑子先生が残された本学開学に当つての建
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学の精神や教育理念を受継がれ，科の充実発展のため寄与され成果を上げてこられました。
先生の本学開学と同時に歩まれた25年間を振り返る時，先生の一番の理解者でいられた浅井
淑子先生と久野久仁先生が逝去された後，今日までの道のりは平坦なものではなかったと思わ
れますが，常に情熱を持って学生の教育に当られ，学生のみならず多くの大学関係者からも尊
敬と信頼を得ておられます。長い間服飾美術科科長として果されたご功績は大きく，毎年多く
の卒業生を社会に送り出して高い評価を得ており，科の運営と学生指導につく され，着々と成
果を上げられ科の発展に貢献されま した。
また服飾教育界に於けるご功績も大きく，昭和50年から53年まで北海道家庭科教育協会の副
会長に推薦されてその任に就かれ，昭和54年から55年までは会長を務められま した。また昭和
57年には日本服飾学会の理事に， 昭和62年に同会の北海道支部長に選任され支部総会や研究会
を開催されるなど， 全国的な服飾教育の指導的立場でご活躍されました。
社会的にも活躍され，札幌市や江別市に於ける成人学校や婦人教室，老人大学の講師，また
看護学院生や看護協会看護婦部会での講演など遠方から招聴されることも多く，その対象者に
合わせ「年齢に相応したおしゃれとはJ「職業婦人とお しゃれJ「魅力ある服装J「服装の
TPO」などの演題で，人聞の内面美と被服とのかかわりから始められる先生の魅力的な講演
が，専門知識のみではなく深い人間的な洞察力によるものであり，男女を間わず若い人から高
年齢層まで理解されやすく楽しいものであり，同行させていただくことが多かった私にもその
受講生の反応が伝わり，服飾指導者として，また服飾研究者と して優れた資質を持たれた先生
にご指導いただくことができましたことを大変恵まれていたと深く感謝しております。
本学創立以来，今日までの25年間の先生の本学に於けるご功績や社会的なご業績をすべてお
伝えするところまで至りませんでしたが，今後の先生の益々のご健勝をお祈り致しまして，今
後共ご助言ご指導下さいますようお願い申し上げ，送ることばとさせていただきます。
筒井教授の研究業績
共著
1 学生のための被服構成 洋裁I, I （昭和57・6，昭和62・12，相川書房）
共編
1 さっぽろ文庫 28 気象事典 （昭和59・3，札幌市教育委員会文化資料室）
2 さっぽろ文庫 札幌生活文化史 明治編， 大正・ 昭和戦前編，戦後編 （昭和60・3-
62・3，札幌市教育委員会文化資料室）
3 北海道を探る 西岡特集，雨竜特集その I，戸井特集 （昭和59・3～61・3，北海道
みんぞく文化研究会）
4 むらの生活 富山から北海道へ （昭和63・2，北海道新聞社）
論文
1 制服に関する研究 第l報，第2報 （昭和43・4，昭和48・4，本学研究紀要創刊号，
第5号）
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2 東北・北海道地区居住者の老化現象に関する家政学的研究 第l報，第2報 （昭和47・
7，昭和51・7，日本家政学会東北・北海道支部会家政学総合研究会）
3 フリルに関する研究第l報 （昭和53・12，本学研究紀要第11号）
4 テーラード ・スーツの研究 第1報，第2報 （昭和54・12，昭和56・12，本学研究紀要
第13号，第15号）
5 リボンの起源とその装飾性について （昭和62・12，本学研究紀要第22号）
